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第２７９回 香川県内水面漁場管理委員会議事録 

 

１．開 催 年 月 日    令和７年７月２９日 

  １４時０５分～１４時３７分  

 

２．開 催 場 所      高松市サンポート１番１号 

               高松港旅客ターミナルビル７階会議室 

 

３．出 席 し た 委 員 

会       長             一 見 和 彦 

委      員          岡 田 幸 憲 

〃                   宮 本 礼 子 

〃            木  村  晃 子  

〃            長  田   美  絵 

    〃            小 山 輝 己 

    〃                  青 木 定 信 

    〃                   香 西 真 吾  

  

４．関 係 列 席 者（事務局） 

           漁 業 調 整 室 長   植  田    豊 

   室長補佐兼事務局次長   藤  原  宗  弘 

     副 主 幹   小  林     武 

                     主 任 技 師   丸  山  俊  輔 

 

５．議事事項とその結果 

  第１号議案 「内水面の採捕許可について（協議）」 

   内容について事務局が説明し、協議した。資料１は個人情報が含まれているた 

  め回収した。 

  第２号議案 「令和７年度漁期うなぎ稚魚漁業の採捕結果について（報告）」 

   内容について事務局が説明した。資料２は個人情報が含まれているため回収し 

  た。 

  第３号議案 「令和７年度しらすうなぎ養殖状況調査結果について（報告）」 

   内容について事務局が説明した。 
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  第４号議案 「令和７年度全国内水面漁場管理委員会連合会からの関係省庁提案に

         ついて（報告）」 

   内容について事務局が説明した。 

   

６．議事のあらまし 

 一見会長が挨拶した後、議長となり、議事録署名委員に宮本委員と木村委員を指

名して議事を進行した。 

 

〔一見会長〕 

 第１号議案「内水面の採捕許可について（協議）」を事務局から説明をお願いしま

す。 

〔事務局（丸山主任技師）〕 

 （資料１に基づいて説明） 

〔一見会長〕 

 何かご意見やご質問はございますか。 

〔木村委員〕 

 古い考えかもしれませんが、承継なら何となく親から子にというイメージがある

のですが、この申請者は、そうではなくて、同業者への承継になるのですか。 

〔丸山主任技師〕 

 今回の申請については香川県淡水漁協の組合内ということで聞いています。ご質

問のあった身内、親族なのかという点は確認しておりませんが、許可方針として、

親族に承継しなければならないという制限は設けておりません。採捕経験について

は申請書によると、過去３年において 60 日程度の地びき網等の経験があるというこ

とを確認しています。 

〔一見会長〕 

 承継したい人から、手が挙がることが多いのですか。 

〔丸山主任技師〕 

 基本的には新しい許可を受けたい人が、現に許可を持ってる人又は淡水漁協の事

務局に、こういう許可が欲しいと相談していただいて、その結果、今回のような承

継がなされています。 

〔木村委員〕 

 この業界のことを考えたら、親子に縛られないということは、逆に開かれた感じ
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がして、良い傾向であると思います。 

〔一見会長〕 

 ほかに何かございますか。 

（一同、意見等なし） 

〔一見会長〕 

では、第２号議案「令和７年度漁期うなぎ稚魚漁業の採捕結果について（報告）」

を事務局から説明をお願いします。 

〔丸山主任技師〕 

 （資料２に基づいて説明） 

〔一見会長〕 

 何かご意見、ご質問ございますか。 

 ８番と 10 番の人は採捕量がゼロとなっていますが、なぜでしょうか。 

〔丸山主任技師〕 

 両者に、今漁期の漁模様について、個別に事務局からどんな状況かを聞き取る予

定にしています。 

〔植田室長〕 

 10 番の人については、体調が悪いと聞いています。８番の人は、ある程度の池入

れ量を持っています。本人に聞かなければ分からないのですが、ある程度採れてい

ないと養殖しないのか、ちょっとその辺は分かりません。 

〔一見会長〕 

 今漁期の採捕結果が良かったことの要因について、見解は出ているのですか。 

〔丸山主任技師〕 

 黒潮の大蛇行が少し緩んだということで、シラスウナギの接岸が近づいたことが

大きいのではないかと聞いています。 

〔一見会長〕 

 今漁期の採捕量は格段に多いのですか。 

〔丸山主任技師〕 

 過去５年に限ると、二番目に採れた令和３年漁期で大体 10 キロぐらいなので、そ

の倍採れているということになります。漁業者の皆さんに聞くと、口を揃えて過去

にないぐらい採れているとおっしゃられます。 

〔一見会長〕 

 ほかに何かご意見やご質問はございますか。 
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（一同、質問、意見なし） 

 それでは、第３号議案「令和７年度しらすうなぎ養殖状況調査結果について（報

告）」を事務局から説明をお願いします。 

〔丸山主任技師 〕 

 （資料３に基づいて説明） 

〔一見会長〕 

 それではご質問、ご意見ございますか。 

 例年、このようにあまりうまく育たなかった事例というのはあるのですか。 

〔丸山主任技師 〕 

 例年、原因はよく分からないがうまく育たなかったというケースはあります。 

〔一見会長〕 

 私も見学に行かせてもらったときに、こんな暑い中で飼っているのかと思ったの

ですが、高温の影響はないのですか。 

〔丸山主任技師〕 

 基本的に、餌付けの寒い時期は、加温して 30 度ぐらいに水温を上げ、しらすうな

ぎの代謝を上げて、多く餌を食べさせて大きくします。なので、水温が高いことに

関しては、各業者とも、あまり気にはしていないようでした。 

〔一見会長〕 

 ほかにご質問、ご意見ございますか。 

（一同、質問、意見なし） 

〔一見会長〕 

 それでは、第４号議案「令和７年度全国内水面漁場管理委員会連合会からの関係

省庁提案について（報告）」について、事務局から説明をお願いします。 

〔小林副主幹〕 

 （資料４に基づいて説明） 

〔一見会長〕 

 何かご意見やご質問はございますか。 

（一同、質問、意見なし） 

〔一見会長〕 

 本県でも、１年前に重点項目をどれにするか、この内水面委員会で諮らせていた

だいたのですが、本県が選んだ重点事項が最終的に取り上げられた項目もあれば、

そうでない項目もありました。現在、要望の回答をとりまとめ中ということで、８
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月末には出来上がるということです。これまで、あまりこんな対策を行いましたと

いう回答が強調して出てこなかったと思いますので、どんな回答が返ってくるのか、

次回の内水面委員会でご報告いただければと思います。 

 それでは、その他で何かありますか。 

〔小林副主幹〕 

 次回の内水面委員会ですが、11 月下旬を予定しております。ただし、採捕許可申

請等が上がってきた場合は、それより前の時期に開催させていただきたいと思いま

す。なお、要望事項において重点項目を選択することになった場合、時期が合えば

会に諮らせてもらいますが、時期が合わない場合は文書で照会させていただくこと

を考えておりますのでよろしくお願いします。 

〔一見会長〕 

 ほかに委員さんの方から何かありませんか。 

（一同、質問、意見なし） 

〔一見会長〕 

それでは、本日はこれで、第２７９回の委員会を閉会いたします。 

 

〔１４時３７分終了〕 

 

 

 

 

上記は、第２７９回香川県内水面漁場管理委員会の議事の顛末に相違ありません。 

 

議  長   一 見 和 彦 

署名委員   宮 本 礼 子  

署名委員   木 村 晃 子 


